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　　　　　　 第 1 章　緒 　　論

　所謂硫酸銅法
1）u）3冫4）

に よ る 血液比 重測定は ， その

方法簡便 に して ， 而 も臨牀上の診斷や負傷 ， 火傷

出血 等 に 起因す る シ ヨ ツ ク の 治療及び その 他血 漿

蛋 白質濃度や ヘ モ グ ロ ビ ン 含有量 に 影響 を及 ぼす

場合 に重要な る價値の ある もの で あるこ とが ， 吉

川 助敷授 に よ b本邦に紹介せ られ て以卒 ， 多 くの

人 々 の 注 目す る と ころ とな つ た．罕出り e）7）等 は低榮

養者 （所謂潛在性 榮養失調者）に つ い て 低蛋白及び

貧血 を認 め，特 に 貧血 は低蛋白に 比 し 遙か に 恒常

的に， よ り強度 に あ らわ れ ， 榮養駄態剣定上貧血

が よ り有力な る所見 で あ り， その鋭敏な る指尺 と

して 血 液比 重 の 測 定の す ぐれ て 居 る こ と を報 じ て

い る，一方硫酸銅法の感度につ い ては ， 若林 o今井
8）

は直接蛋白窒素を定量 し 血清蛋白量を測定 す る窒

素定量法 及 び Pulfrieh液浸屈折計に よ る測定法

と比較檢討 し， 硫酸銅法の 方が　Pulfrich 液浸法

に よ り Reiss の表 よ り求 むる もの よ りも， その 正

確度の 點 に於 い て も優れ て居 る と言 う．
　 　 　 ぐ

　産科領域に つ い て み る に ， 妊雄 に つ い て は松本
・

大 群
）は 正 常妊姉 の 血液比 重 血清比 重を測定 して，

血 清蛋白量及び ヘ マ ト ク リツ ト値， 血色素量ド 酸

素抱合能等を算定 し， 妊婦 1血清蛋白量は鮭常非妊

婦 に 比 し明 らか に 減 じ， 且 妊娠第 3 〜 4 カ 月群 に 比

し第 5 ヵ 月以 後群で は 更に 減 少度 の 強 い こ と を認

めた が，
5 ヵ 月以降 の各月間には有意差な く， 少 く

共此の 結果 か らだけ で は 妊娠月數 の 進 む と共 に 減

す るとは言 い得な い と し，
ヘ マ トク リ ツ ト値は非

妊婦 に比 し明 らか な減 少を認め ， 血色素量は妊娠

3 ヵ 月 よ り既 に 低 く， 第 3〜 4 カ 月群 に封 し第 5〜

10 ヵ 月群で は更に有意 に減 するが 5 ヵ 月以降の各

月間 に は 布意差な く， 唯 6〜 9 ヵ 月に 比 し 10 ヵ 月

は稍 女高 しと言 い ， 酸素抱合能は非妊婦人 よ り減

すとな して い る．近藤等
10）

は正 常妊婦 に 於ぴて は

全血 比重は妊娠前孚期 既 に 非妊時 よ b下降 し， 後

孚期 に入 り更に 下 降 し妊娠末期碍急に 上 昇す るが

非妊時の域 に逵 せ す ， 血漿比 重は妊娠初期既 に 下

降を示 し，後牛期 に 入 り
一暦下降 して 妊娠末期 に

至 b， 血漿蛋白質量は血 漿比重 と・同樣 に減 少 し，

・ヘ モ グ ロ ビ ン 量 は 全血 比 重 と同樣 に減少 す る が妊

娠 末期に 増 加 す と．藤森等
11）

は健 康妊嫦は 妊娠沸
牛期及び後孚期 を通 じて血液比重値 ， 血 漿比 重値，

血漿蛋白量 ，

ヘ マ トク リツ ト値等 に 於 い て 輕度 の

低下 を示 す者が比較的多數で あ る とす ，野瀬
12）

は

硫酸銅法 は榮養歌態勃定の 指標 と して の 價値を認

め ， 妊娠中に於 け る榮劃 伏態は妊娠月數 を重 ね る

に 從 い 稍 k 減少 の 傾 向があ るが， 統計的 に著明な

結果 を見嵩 し得 ない と言い ．高木 。原 ロ
】3）は妊娠血

液比 重 は成熟非妊婦 に 比 べ リ 般 に低下 し， 妊娠月

數 に よ る推移は妊娠初期 で低 く， 妊娠 申期 に 最 も

高 く， 妊娠末期で再び著 明な低下 を認 めて い る．

　 分娩時及 び産褥時に 於 け る變化 と して は ， 近藤

等
「4）は分娩期に入 る と全血 ， 血漿此 重共に上昇 し，

胎 兒娩出直後を最高と し 非妊時とほ 5
“
同高 を示 す

も， 胎盤娩出直後は 既に下降 し始め産褥初期 に 最

低 とな b， その 後漸次 上昇 し産褥第 10 日頃 に は全

血 ， 血漿比 重共に健常非妊時の域に恢復す と言 い ．

胎盤早期剥離出血 例 で は 分娩時の 上昇が認め られ

す ， 産褥 に 入つ て の 下降 が著 る し く， その恢復殊

に 全血比重の恢復 が遲れ ， 頸管裂傷 出血例 で も厨
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樣 の 産褥時經過 を示 し， 妊娠腎で は全血 ， 血 漿比

重共に低 く産褥時の恢復は徐 々 で あ り， 殊 に 全血

比 重 に著明 で ある と報 す．中山 ・ 荒木
工5）は分娩時血

液 血漿比 重 は 上 昇 し， tittrefi白含量，
ヘ マ ト ク

リ ツ ト値 ，
ヘ モ グ ロ ゼ ン 含量 も増加を示 して ， 胎

盤娩出直後に於 い て最高 とな り再び下降す る．衣

い で胎盤娩出直後最高 に逹 した血液濃縮は， 娩出

に よ る後 出血 に よ り貧血 の 樣相 を呈 し， 漸次血 液

の 稀薄を見， 全血 ， 血漿比重 ， 血漿蛋白含量 ，
ヘ

マ ト ク リ ツ ト値， ヘ モ グ n ビ ン 含量總て 下降 の 傾

向を と る が ， 胎盤娩出後 2 時聞 目頃 よ り目立 つ て

現 われ，禦 時閻後 に 最低 に 達 し，そ の 内 1 例は 第
4〜0 日 目 よ り著 る し く恢復 し， 他の 2 例 は第 3 日

目 よ り抜復 に向 い 第 7 日頃 に て 分娩前の 歌態に も

ど る と〒亨い ．里予瀬
1のは 一般に 彦辭辱第 1 日 〜 2日迄 は

貧血 歌態を示 し， その 後次 第に恢復に 向い ， その

欺 態は 嵩血 の程 度に於 い て異な り， 早 きは産褥 第

3 日 〜4 日開 に 遲 く も第 15 日以内に して 分娩直後

値 に 復 する もの S 如 くで ， 血清比 重 ， 血溝蛋 白含

有量は 血液比重竍 び に ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 に比 して

早期 に恢復 し，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量の推移は出血量

の 多寡 に よ b 早 きは 産褥第 5 日以 降 に 恢復 す る

も， 遲 きは第 15 日 を經過 する も恢復に至 らない も

の が ある， 後出血の 程度 は ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 の 推

移 に最 も著明 な影響 を及 ぼ し， 變 動分析 を行 うに

有意な る成績 を示 して い る と言 う． 臍帶血液に關

して は ， 野瀬
12 ）は母體 に比 し血 液比 重は 高 く， 血

清比 重は低 く存 し， 母體血済蛋白量 と新産兒血清

比 重 との 聞 に は相當の 相 關關係が あ り， 夊新産兒

血清比重 と 生下時體重 と の 關に 相 關 を認め ， 新産

兒 その後 の血液比 重 の淌長 は 體重増減 と 概 ね逆 の

溝長を示 すと言 う．

　我 々 は妊娠，分娩 ， 産褥 の 經過 を追 い
， 正 常及

び妊娠 中毒症例 に つ き， その 血 液變 化の推移 を硫

駿銅法 に よ り系統的 に 研 究中 で あるが， 本編 に於

い て は 正 常妊，産， 褥婦 に 於 ける 研究の結果 に つ

い て 報告 す る．

　　　　　第 2 牽　實 驗材料及び 方法

　當歡室外來 を訪れ た る ， 正 常妊婦 193例 ， 入院

ドtts　，　」邪tT−・− V“““aSC 覧tSt「t「’−pmSSLtanunww ．wvl 　tt「ttt

H 本 産 科嬬人科 學 會 雜 誌 　第 1卷 　第 6 號

分娩せ る産婦 30 例 及 び封照 と して 非妊健康婦 人

（當病院看護婦 ）6】例 に就 き，昭和 23 年 工0 月 よ b
昭和 24年 3 月 に 互 る期間に於 い て行 つ た．

　實驗方法は 吉川助歉授 の硫酸銅 溲
）
に 從い

， 母 體

血 液は正 中静脈 よ b採取 しt 臍帶血液 は 主 と して

胎兒娩出直後， 可 及的速 か に 臍帶動脹 を穿刺採血

し，一・部 は臍帶搏動停止 前 に 臍 帶を切 斷し， 斷端

よ b流出す る血液を採取 し， 蓚酸鹽 を以 つ て 不 凝

固性 と し， 血漿は前記血液を
一
定時間放置分離 し

た ものを用い た ． 各比重基準硫酸銅液 は常に東 京

大學醫學部生化學數室 に 仰い た．

　血液比 重（GB）及び血漿比重 （Gp ）よ りの 血漿蛋

白質量 ，
ヘ マ ト ク リ ツ ト値 ， 酸素抱 合能 ，

ヘ モ グ

ロ ビ ン 含量等 の算 出は ノ モ グ ラ ム に よ らす ，
次 の

計算式に よつ た．

　血 漿蛋白質含量 ＝389 ．6×（Gp − 1．0079）

　 ヘ マ トク リ ツ ト値（100cc 全血 中血球容積の ec

　　數・一… ×藩識
　（1．0970 は正常赤血球 の 手 均比重 に 相 當す る）

　酸素抱合能（cc 　O
，！ce 血液）

　　　　　　　一・… ×
、旛絮

　（46．1 は 100cc 赤血球 の結合 し得 る酸素の 容積

　 ec 數）

　 ヘ モ グ ロ ビ ン 含暈（9μ ）

　　　　　　　− 33 ・9×L繍亀
　（33・9 は 100cc 赤血球 中rF均 ヘ モ グ ・ ビ ン 量 9

　數）

　　　　　　　第 3 牽 費驗成績

　　　　　　 第 1 節 　　妊娠時變 イ匕

　　第 1項
駅

血 液比 重及び血漿比重 （第 1表 ）

　血液比 重 は妊娠 2〜3 ヵ 月 に 於 い て ，既 に非妊健

康婦入 と の 間 に 有意の 低下 を認 め， 逐 月低下 の 傾

向 を 示 し， 妊娠 5 ヵ月 に 於い て ， 妊娠 4 ヵ 月 よ

り著差を以 つ て 最低値 を と り． 妊娠 6 カ 月よ りは

再 び上 昇 の 傾 向を と り， 小 變動を呈 して經過 し，

妊娠 9 カ 月 に 至 れ ば妊娠 5 カ 月 よ りは 有意 に 上昇

して い る．血漿比重は妊娠 2〜 4 カ 月に於 い て は ，

繃
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非妊健康婦 入 と有慧差な く，
5 ヵ月に 至 り著差 を以

つ て 低下 を示 し， 逐月低下 の度 を増 し， 妊娠 8 力

　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 第

　 月 に 於 い て は妊娠初期よ bは 宿意に低下 して最低

　 となb ， 妊娠 9 カ 月 よ りは上 昇の 傾 向を と る．

1　 表

＼

　．
＼ 一妊娠月數

健 　常　　11
非妊婦 1

II工 工V v vr … 1・ ・1・ 工X X

數 61 1
’
3 28 21 22 22 E4 　 291

．04931

．0478
　N1

，0508

115　　 19

血液比重　算術卆均

危險度 5％ の 母 集 團
ZF

均値 の 存在範園

血漿比重 　算術
ZF

均

危險度 5 ％ の 母集團

李均値 の 存在範圍

1．「05581

．0542
じぼ

1．0574

1．05221

．e．SO7
　N1

．0537

1 ．02731

．0262
　 N1

．0284

1．02681

．e253
　 N1

．0283

里．05261

．0511
　NLO541

1．05101

．e498
　N1

．0522

1．。486 巨．。499

1．O−174　11．G497
　 N 　　　　　　　　　　　N

LO498 　11．05〔｝1

1．e4941

．04Sユ

1．0507

1．0515 　　1．05G5
1．0504 　　1．e498
　N 　　　　　　　　　　　N
1．0526 　 1．0516

1．02601

．0247
　 N1

．0273

　 　 　 1

1−0露54i1 −0247

LO240 　 1．0232
　 N 　　 　　　　 　　　 N

1．つ268　　ユ．0262

・ ・24・ i… 2451 ・… 3S　1… 2卯 ・。244

1．0235　　1。0229　　1，0224　
11 ・0237　11．0232

　　 　　 N 　　　　N 　　　　N 　　I　 N　N1

曜0255　　1．0261　31 ．0245　11．0257　　1．0256
　 　 　 、　　　　　　 ［

第　　2　 表

．丶．．丶　　妊娠月數 健　常

非妊 婦
II III　 　 　 IV v VIVII 　　VIIIIx x

例 數 1 ・・ 13 28 21 ・22 22 24 29 15 19

血 漿 蛋 筒 質 含 量

算 　 術　 雫 　 均

危 險度 5 ％ の 母集團

平均値 の 存在範園

ヤ．56317 ．3517 ．・069
　　　1 ・
　 　 　 　 6 ．063 ．　 6．8967 ．’174 …

N 　　　　 　　　　 　　N 　　　　 　　　　 　　N

7 ♂952　1　 7．639　　　7．252

・6．S316
．600N7

．062

へ
．
マ ト 〃 リ ツ

』
ト 値

算　 術 　 梺 　 均

危險度 5％ の 母集團
2F 均値 の 存在範圍

ヘ モ グ ロ ビ y 含量

算　 術　 4 　 均

韈 驪 攜
團 1

Li41

．107
…
．41 ．035
　 り

41．ユ79 ．

・36．25135

，61工
　 N36

．891

37幽698　i
』35．304

　 　 　 　

37．328　…39．705
，〜　　I　 N

3S，068　　35．903

・6．5476

．349
り

・6，745

6．矼 46

．201N6

．627

34．23233

．639
　N34

，825

6．4806

．3061N
　　　　 　

　
6 ．654 ；

6．0915

．898N6

．284

6 ．5326

．220N6

・844i

6．4165

．970N6

．862

34．91634

．658
　N35

．174 …

34．26533

．626
　 N34

．904

35．13534

。653
　 N35

．617

1・3．9壬gl ・2．37エ 1・2．798
．

　　　　　　　　 　　　　　　　　 ミ
113 ．550　　1コ，681　112 ．366
　 〜 　　　〜　 i 〜

14．348　 13．061　 13．230

12．01g　Iユ1．855

、、 ．5、81 、、．590
　N 　 i　 N

12．520i 　12齢120
　 　 　 1

11．8ε箇　．1ユ．637　　　　
1！．590　111．ユ18
　．〜　 1　 〜

　 　 　 1
12。120　112 ．156

11．go511

．340
　 N

36．942　　36．686

35．513135 ，050
　 N 　　　　　

　
　　　　 N

　 　 　 　

37・871　i37・322

酸 素 抱 合 能

算　 術 　 亭　 均

危險度 ・5 ％ の 母集團

準均値 の 存 在 範 圍

・8… 61 ・6・8・7 巨・・386

ユ8．S351

　　　
AJ

．19．0571

16．485　117．200
　N 　　l　 N

17．129 　　17」572
　　　 1

16．49616

．26S
　ftI16

．734

］；5．729 …16．127
15．607　　15『S98
　 N 　 　　　　I　　 　　 Al

15。72215

．473
　1．v

… 85・ ［　・6・25B ・5・97・

12．56611
．696

　 N

12・470i13 ・436

12．25611

．10S
　 ね

13，404

　 第 2 項 血 漿蛋 白質含量 ，
ヘ マ F ク リ ツ ト

　値 ，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素抱含能 （第 2 表）

　 血漿蜜白質含量は 妊 娠 2〜3
’
ヵ 月 に 於 い て は 非

、妊健康婦人 と の 間 に 有意差は み られ ぬ が， 妊娠 4

カ 月以後 に於い
’
て は ， 明 らか に 非妊健康婦 入 よ b

は有意 に低下 して居 るの がみ られ ， 月數 を進む る

と共 に漸次 低下 の度 を増 し， 妊娠 8 カ 月に於 い て

妊娠前孚期 よ う有意差 を以 つ て最低値 と な り， 妊

飯 9 カ月 よ bは上昇の 傾向・を認め る． ヘ マ 季ク y

16．244

ユ5．919
　 N16

．569

17．02015

，732
　N18

．3e8

16．628 、

16．322lw16

．934

ツ ト値は妊娠 2 カ月 よ b 既 に 非妊健康婦入に 比

し ， 著明 に有意の低下 が み られ， 妊娠 4 カ 月迄 は

月を追 い 有意 に低下 を續 け ， 以 後は小燮 動 を示 し ，

妊娠 9 カ 月 よbは有意 で は な い が上 昇 をする． た

だ此 の 場合妊娠 9 カ 月，10 カ 月の兩 月の値は妊娠

4 ヵ 月 〜 8 カ 月に比 し有意 に高い ． ヘ モ グ ロ ビ ン

含量及 び酸素抱合能は ヘ マ ト ク リツ ト値 と 同樣の ．

經遯 を と る．．

　　　　　　　第 3 項　小　　括
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　 血液比 重は近藤等
I」）に よれば，健常 非妊姑 と妊

娠 3〜 5 ヵ 月群 との 閥 ， 妊娠 3〜5 ヵ 月群 と妊娠，6

〜9 ヵ 月群 との間 に は 薯 る し き有意差 があ り，妊娠

3〜5 カ 月間 ， 妊娠 6〜9 カ月各月聞に は為意變 動は

認 め られす ， 妊娠 6〜9 ヵ 月 と妊娠 1  ヵ 月 との 間

に 著 る しい 有意 差 あ り．叉妊娠 9 ヵ 月 と妊娠 10 カ

月 と の 差 も有意 で あ る と・し， 血漿比 重に就 て は ，

非妊婦 と妊娠 3 ヵ 月 間 に イゴ意耋あ り， 妊娠 3〜5 カ

月群 との 聞の 差は 著 る し く有意 で あ る．妊娠 3〜5

ヵ 月群 と妊娠 6〜 10 ヵ 月群 と の 聞に は ， 著 る しい

有意差が ある が，妊娠 3〜5 ヵ 月及 び妊娠 6〜工0 カ

月各月聞 の變動 は有意 で な い と逑 べ て い る，藤森

等
11）

は健康妊婦 は妊娠前牛期及 び後牛 期を通 じて ，

輕度 の低下 を示 す者が 比 較的多數で あ ると言 う．

我 々 の 場合 は血液比 重は妊娠初期か ら非妊健康婦

人 よ り有意 に 低下 し， 妊娠 5 ヵ月で最低 とな り，

次 い で僅か な變 動 を示 しつ 、 上 昇の 氣味が 認 め ら

れ ， 妊娠 9 ヵ 月 で妊娠 5 ヵ 月 よ り有意 に 高 くなつ

て い る．血漿比 重 は妊娠 4 カ 月迄 は 非妊健康嬬 人

と有意差は認 め られ ない が ， 妊娠 5 カ 月に至 り著

差 を 以 つ て低下 を示 し ， 妊娠 8 ヵ 月 1こて 最低 と な

b妊娠 9 ヵ 月 よ り上昇 の 傾 向がみ られ る．

　血清蛋 白含量の妊娠時變 化は多 くの 先 人に よ ．b

多數の業蹟が存する が ，

一皺に 減少 する となす者

が多 い ，松本 ・大倉
9）は妊娠 3〜 4 ヵ 月 と妊娠 5〜10

ヵ 月群 と の聞 1こは 著差 があ り， 妊娠 5 ヵ 月以後の

各 月間に は有意 董は ない と し， 野瀬
lu）

は妊娠前期 ，

申期 ， 後期 と 月 を進 む る 1；從 い 稍 k減少 を來 して

い る が， 變 動分析の 結果 ， Fo は Fisherの値よ り

小 で あつ た とな し．近 藤等
1°） は血漿蛋 白量は血漿

比 重と同經過 を と る と言 う．Erich　 I3ergman エ7）
は

妊娠 中同一婦入血清 に つ き蓮續的 に 測定 し，妊娠 6

ヵ 月 よ り妊娠 10 カ 月 に 爺 る閥に ， 約 1％ の減 少 を

報 じ．秦
ls）は血 清蛋 白量は妊娠 IOヵ 月で李均65・5

で 非妊時 よ り滅 少 す と な し．不澤
19） は血清總蛋白

量 は妊娠 月を閲 す る に 從 い 減少 し ， 妊娠末 に 最 も

低 値を示 す と し．岩津
20 ）

は總蛋 白量は妊娠 3 ヵ 月

で 干均 7 ．67 ％ で ， 非妊婦人 に 比 し O．64％ の減少 を

示 し， 妊娠月數 の 加 わ る と共 に減 少 を示 し， 妊娠

日本産科婦人科學會雜誌　第 1 卷　第 6 號

10 ヵ 月で雫均 ．7．15％ に 下降 す．皀口ち妊娠 3 ヵ 月 よ

bO．52％ の 減少 を示 す と述 べ て い る．

　 我 々 の研究 で は血漿蛋 白質含量は ， 妊娠初期に

於 い て は非妊健康婦入 と有意差 ばな い が ， 妊娠 4

ケ 月以 後に於 い て は ， 明 らか に 有意 に低下 し， 又

妊娠 2〜4 ヵ 月群 と妊娠 5〜エ0カ 月群 との聞 に も薯

差iが み られ ， 月 と共 に減少 の 傾向 を示すが ， 妊娠

9 ヵ 月 よ りは上昇 の氣味 がある．ヘ マ ト リツ ト値に

つ い て は，H ．　Albers21）， 鈴木
22）
等は ，

い つ れ も從

來の 方法で減少 す る と述 べ ． 松本 ・ 大倉
9）は妊婦，

非妊婦間に著 る しい 有意差 が あ り， 妊娠 2〜 4 ヵ 月

群…と妊娠 5 〜 10 ヵ 月群 と の 睨 に イ∫意差 が あ る が ，

後者の 各月閤に は有意差は ない ．妊娠 10 カ EIは妊

娠 6〜9 カ F］に 比 し有意 で は な い が ， 稍 1 高 い 傾 向

が あ る とな し．野＃Am）は ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ゴ 酸素抱

合能 と共に前期 よ り中期 に は 僅か に減 少す る も後

期 に 到 り， 前期 の 値とほぼ同 じ値 を示 す と な す．

近藤等
1D）

は ヘ モ グ ロ ビ ン 量は全血比 重 とほ ぼ同様

で あるが， 唯 9 ヵ 月 と 10 カ 月の差 は未だ有意 とい

え ぬ と述 べ ，ヘ モ グ ロ ビ ン 含量に つ い て は ， 向井
23＞

は非妊婚 に あ つ て は 66ユ であ る の に ， 妊娠 10カ

月に な る と e
「5．5 で著明 に減 少 す と し， 安井

24）
は妊

娠 10 ヵ 月 に て 77．4（初産婦）及び 78．8（經 薤婦）に

て非妊時よ り増加 す と言 う． 秦
18 ）

は同 一婦 人 に つ

い て ， 妊娠 10 ヵ 月 に 於 い て は 1 例 を除き他はす べ

て 非妊時 よ り減少 し，不均 65，5 で ある と言 う。叉

諏訪
tt”n ）は 中期 に減 じ，

8 ヵ 月に稍 爻上 昇すと．鈴木
22 ）

は 8 カ 月 に最低 を示 し，
9 カ 月 〜10 ヵ 月 に は 再

び増す とな し．志田
26 ）

は血 色素 を標準に すれ ば 60

％以下 の ものは妊婦の
t
！3 に認め られる と稱 す．

　我 々 の研究で は ，
へ v トク IJ ツ ト値は 妊娠 2 カ

月よ り既 に 著明 に 有意 に 非妊健康婦 人よ b低下 し

妊娠 蔓 ヵ 月迄 は有意 差 を以 つ て 低下 を績 け， 以後

ノ」钁 動 を以 つ て 經過 し， 妊娠 9 ヵ 月 よ りは 再 び上

昇の 傾 向を と る． ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素抱 合能

は ヘ マ ト ク リ ツ ト値 と同樣 の 經過 を と る ．

　　　　　　　第 5項 考　　察

　Nasse が先づ妊娠 に 水 血症の 存す る こ と を指摘

して 以來色 々 の 意 見 が 存す る が ，
Travesσ ，　 ll．
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幽

鑾
理・

籌

G 洫 02 了）等は健康非妊婦 人の 血量は甼均 40 」Occ で

體 重 1kg に對 して 血 液 74・8　cc の 割合 で ある が，

妊娠 をす ると血 量は増加 し， 殊 に妊娠 の 始め 4 カ

月に 於 い て著 る し く，
1 日 8 ．5cc の 垉1加 で計 1100

cc 増 し
， 妊娠末期 に は循環血量は 5600　cc に 逵 す

るとな し，
Albers21）に よれ ば健康妊婦 で は非妊婦

ー

に 比 し血量は約 1000cc 増加 し， 血 球 ， 血漿共 に増

す が，血球 の 増加は血漿の垉加に 俘 わ ぬ た め ， 血液

は相野性妊娠貧血 の 欺 態 とな る と．鈴木
2L’）・

は血量

は全 量 に於 い て も， 體重毎 kg 量 に於 い て も， 己 に

妊娠初 期 よ り増加 し， 妊娠 8 ヵ 月以 後 最高に 達す

とな し．血漿量は絶野量 も體重比 も共に 早 きは妊

娠 3 ヵ 月 よ り増加 し て 妊娠 8〜9 ヵ 月 に て最高 とな

る と，而 して全血量の 増加 は主 と して ， 血漿量の

増加 に よるの で ， 此 の場合血球 の 増加 は血漿の 増

加に件 わ ぬ た め， 一定容積の 血液 に つ い て み る と

妊婦 の 血液 は赤血球數及び 血色素量の 比較的低下

した もの とな る． こ の 場合血色素量の低下 が赤血

球 の低下 よ り早 く且 つ 著 る し く起 る か ら， 血 色素

性 貧血 の像 を呈 す と．換言 す れ ば健常妊婦は血球

量正常性血液量増加症 の歌 態に あ り， そ の結果妊

娠僞貧血 の 歌態に あ る となす．△ lbers21）
は血漿量

の増加は主 と して水 分の増加 に よ b起 り．血清蛋

白の 増加は水分の塘加 に件 わ ぬ た め ，

一定量の 血

液で み る と， 血 清蛋 白は稀釋 された形にな ると言

つ て い る． 硫酸銅法 に よ る妊婦血液性歌 測定値の

變 化は ， 妊娠時に起る循環血量の 堰加に よ る ， 所

謂生 理 的妊娠水 血症の た め の もの と髫 えた い ． 最

近不出等
5，のη は 低榮養｛択態の と きに 於 い て 貧血 が

著 明に起 る こ と を逑 べ ．黒 田
29） は 榮養失調時 に 水

血 症 を呈 す る ことを述 べ て い る が ， 久慈
29） はか 〜

る榮養失調時の水血症 は 血 液量の 増 加 を 件 わ 組 黜

が，妊娠時水血 症 と異な ると言 つ て い る． 我 々 は

野瀬が妊娠中に於 け る ， 硫酸銅法 に よる血液 變化

を榮養状態判定 の み の 點 よ bみ て居 る こ とは ， 疑

問 を有す る もの で あ る． 我 々 は生理的妊娠水血症

に低榮養歌態 に よ る水血症 が加わ つ たと き ， 血液

及び血 漿上ヒ重1・ま妊娠時生理 白勺動遙範圍 よ　b　も，　　着「

明 に低下 して くる もの と考 え る． 從 つ て 妊娠 中毒

症 を否定 し得て ， 且 つ 低血壓 が存 し ， 血 液及 び 血

漿比 重が妊娠時…生理肖勺動遙範園 タリも 著る し く低

下せ る と き幃低榮養歌 態に ある と考 えたい ．

　　　　　　 第 2雹行　分娩時變イ匕

　　第 1 項 　血 液比重及び血 漿比霓（第 3 表 ）

　血液比重の妊娠 9 ヵ 月及 び 10ヵ 月 に於け る上昇．

の 傾 向は，陣痛開始 に よ り強 ま り， 肩意に 上昇 し，

胎兒娩出直前迄 繼綾 し， 次 い で漸減の 傾 向をと b
始め胎盤娩出直後 に於 い て は， 胎児娩 出直前 より

有意 に 低下 して 居 る ．血 漿比 重 は概ね血液比 重 と

同樣 の 經過 を と る が ， 胎盤娩出直後値は胎 兒娩出

直前値 と有意 差 は な い ．

第　　3　 表
『
＼

讐 」
妊

・
娠 陣　　　　痛

開　 始　 後
胎　　　　兒

娩
te

出 直 前
胎　　　　兒

娩 出 直 後
胎　　　　盤

娩 出 直 後

例 ． 數 L ・・

　 　 　 　 　 1．0505i

27 26 30 30

血液比重　　算術卆均

危險度 5 ％ の 母集團罕

均値 の 存在範園

血 漿 比 重　　算術 ZF 均

危險度 5 ％ の 母集團 rp
均値 の 存在範圍

1．0498・v1 ，0516

1．0530

1．0522〜1．0538

1．05｛2

1．0537 −．1．0547

1．0244 1．025

1。0232 〜 ユ．0256　　1．0248〜1．0252

1．0252

1．0246〜1．0258

　 　 　 　 　 　 t

　　1・0537　 i　 1・e532
　 　 　 　 　 　 E
1．0533〜1，e541　［1。0529創1．0535

第 2 項 血漿蛋白質含量 ，

ヘ マ トク リ ツ ト値，

　ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素抱合能（第 4 表）

血 漿蛋 白質含量は 血漿比 重 と概ね同 じ經過 を と

1．025

1．02召王〜1・0259

1．0245

ユ．0237帽1．0253

り， 胎兒娩出直前 に最高値 をと り， 次 い で漸減 す ，

但 し胎盤娩出直後の 値と胎兒蜘 ｛値 前値 との 間に ．

有意差 を認 めな い ． ヘ マ トク リッ ト値は陣痛開始
・

N 工工
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第　　4　 表

鞭

＼
ぜ

＼ 、
痛
後

　

始

牌

開

妊
X

・

＼ 貔踊 器 豊出 直 暴 鸚踊 鑁
例 數 1 19 27

一
62 30 30

血 漿 蛋 白 質 含 量
算　　術　　亭　　均

危險度 5 ％ の 母集團甼
均値 の 存在範圍

6 ．416 6．655

5曾970〜6．862　　　　5 ．96エ．v7 ．3sg

6．707 6．674 6 ．478

5．729ρげ7．687 　　　6．270〜7．078 　　　6．塩ま6〜6 雫540

ダ 祷
・ ・

ボ 囑 36．686138 ．… 1 ・・ 3・・

驪 罐鶲
…

1

・・、… 一・7．32・
「
37．一 ・．・・839 ．853． ・・．8e5

39．792

ヘ モ Pt ロ ビ ソ 含 量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12，256　　　　　　　　　13．132
算　　術　　4 　　均

鑽驃鑼
集鮃

11
・・1・S− ・g，　… 41 ・… 61− 13… 3

13．675

13．249〜14．101

39．406・v40 ．178

13．487

13 甼0
喞
5岬 13．9］9

39．511

酸　素　抱　合　能
算　　術　　卆　　均

危瞼度 5 ％ の 母集團甼
均値 の 存在範圍

16 ．628 17．933 1S，582

1　
16・322−”16

・
934

亅
17・426N18 ・‘‘° 18・39　8− 18・766

39．124．v39 ．898

13．392

12．838−．13，946

を境に して ， 妊娠時に 比 し， 著 る し く有意の 増加

を示 し， 漸壌 の 傾向は 胎兒娩出直前 に 及び， 次 い

で 下降 の 傾向を と り， 胎盤娩出直後に は胎兒娩 出

値 前に 比 し， 稍 k 著明の低下 を認 め る が， 有意 で

，は な い ， ヘ モ グ ロ ビ ン 含量及 び酸素抱合能は ヘ マ

トク リ ツ ト値 と殆 ん ど両 じ經過 を と る．

　　　　　　　第 3 項 ．小 　 括

　 血 液比 重及 び 血漿比重 は近藤等 に よれ ば
， 分娩

期 に 入 ると兩者共 に 上 昇 し， 胎兒娩出直後を最高

として非妊時 とほ ぼ同高を示 す も， 胎盤娩出直後

に は既 に 下 降 しは じめ る と し． 血漿比重 はほ S
’
同

樣 で ある と言 う，中山 ・ 荒木は血 液 ， 血漿比重 は分

娩 時上昇 し， こ の歌態は胎盤娩出直後迄 も繼績 し

其 の期 に最高 と な り再 び下降す る となす． 我 々 の

實驗 で は 血液比 重， 血漿比 重共に陣痛開始に よ り

急に 上昇 し， 妊娠 宋期 とは有意 差が あ b ， 胎兒娩

出直前 に 最高 とな り， 次 い で 下 降 しは じ め る．た

だ血 液比 重 は胎盤娩 出直後 に は ， 既 に 胎 兒娩出直

前 の 値 よ り有意 に低下 して い る．

　 血漿蛋白質含量は ， 中山・荒木
工S）

は血 液， 血漿比

二重 と同 じ經過 をと る如 く記 し．甼澤
19） は 血清總蛋

泊 量は
， 分娩開始す る や ， 既 に開 口 期 に 於 い て顯

18，343

18．ユ66e．18．520

18．295

17．547〜19 ．0｛匹3

著な る増 加をな し， 分娩各期を通 じ殆 ん と 同價 を

保 つ と，岩津
20）

は血清蛋 白量は分娩 開始 と共 に 壇

加 す と し．秦
1s）は分娩時血清蛋 白量 は雫均 7．12％

で 妊娠 10 ヵ 月 よ り増加 し，正 常値の 下 界 に あ る と

し ， 七瀬は分娩直前 よ り分娩時稍 i 増加の 傾 向を

示 ず と言 い ．Zangemeister5i）　5分 娩時増力1を認 め

て い る．我 々 の場合は 陣痛開始と共 に 妊娠末期 よ

り有意 に 上昇 し， 胎兒娩出直前に最高 とな り． 次

い で 下 降 しは じめ
， 胎盤娩 出直後 に は胎兒娩出直

前 よ り有意に低下 して い る．

　
ヘ マ トク リ ツ ト値 は 中山 ・荒木

15）は 前記血液 血

漿比 重 と同樣 に 經過 す とな し．鈴木黝 は妊娠 10 ヵ

月 ， 分娩時 に は稍 爻急激 に増加 す る と い う． 我 々

の 場合は ，
ヘ マ トク リ ツ ト値は 陣痛開始を境 に し

て
， 妊娠時 に 比 し著 る し く有意 の増加 を示 し， 胎

兒娩出直 前 に 最高 とな り， 次 い で減少 の 傾 向を と

る． ヘ モ グ ロ ビ ン 含量は 中山 ・ 荒木
15）は 血液 ， 血漿

比 重 ，
ヘ マ 1・ク リ ツ ト値と 同 じ經過 を報 じ．鈴木

22）

は上邇 ヘ マ ト ク リ ツ ト値 と同鸛 　分娩時増加す と

な し， 血 色素量は赤血 球數 と同樣 ， そ の 値が非妊

時の者 に 接近 する もの が多 い とな し．向井
23）は 非

妊婦に あつ て は 66 ．1 な る に ， 妊娠 10カ 月 には 55．5

翔
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とな り， 分娩第 2 期 に は 55．4 とな る と言 い ．安井
24）　 ・

は妊娠 10 ヵ 月に て 77，：4 （初 薩婦）及 び 78．8 （經産

婦 ）に て非妊時 よ b増加 し，分娩第 2 期 に 於 い て は

妊娠時と同樣な りと し．秦
IB）は分娩時 に あつ て は ，

コF均 69 ．2 に して ， 妊娠時 よ り増 加 し 正 常値 に 近似

す る と言 う． 我 々 の 場合は ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 は酸

素抱 合能 と共 に ヘ マ トク リ ツ ト値 と同様 の經過 を

と つ て居 る．

　　　　　　　第 4 項　考 　　察

　鈴木
22 ）

に よれば ， 母體循環血 液量 ぱ妊娠 10 ヵ 月

で は ， 主 に 血漿量の減少 に よ b血液量は 全 及 び體

重毎 kg 共 に減 少 し， 分娩時 に は血漿量 及び血球量

共 に 減 少 して， 略 k 非妊時の 血 液量に 近 似す と言

う． 皀卩ち血液 は濃縮 さ れた歌態 とな る の で ある．

上 述せ る我 々 の 實驗 の結果は ， 結局 ， 主 と して ，

こ の 血液濃縮の 事 實を示 して 居 る の で あ る． こ の

血 液濃縮は岩津 は 陣痛及 び腹壓 なる 分娩時の筋肉

勞 働 に よ る と し． 秦 も之 れ に 賛意 を表 して い る．

B δhme52）は勞働時に は，血 壓の 上昇を來 た し， 濾

過墜の壇進 を呈 し， 血清は 濃厚 とな り， 勞働 を
一

度や め れば血清濃度 は低下 す と な す．李
33 ）

．
は 勞働

に よ る血 液に は ，
Barcroftの脾臓牧縮 ，

　Egroff 等

の 骨髓刺戟 の他 に ， 血液水分の移動 特 に體水分

の 體外喪失 に 俘 う」血液水分の 移動が重大 な役割 を

演 じ て い る と言 う．結局 ， 分娩時血液濃縮 の原因

と して は ， 我 々 は分娩 とい う1 種の 筋肉勞働 に よ

り，李の 言 え る如 き血 液 水分 の 移動 が恕 る こ とが

主役 を演 じて居 る と考 える．

　　　　　　　 第 3 節 　臍帶血液

　　 第 1 項 　血液比 重及び血漿比 重（第 5 表）

　 血液比重は非妊健康婦人及 び 分娩時母 體よ り有

意に高 く存す る が， 血漿比 重は非妊健康婦 人 よ り

有意 に 低 い が，分娩時母 體 との 聞には有意差 は認

め られ ない．

　　第 2 項 　血漿蛋 白質含量 ，
ヘ マ トク リツ ト

　　値 ，
ヘ モ グ m ビ ン 含量 ， 酸素抱合能（第 6 表）

　 血漿蛋白質含量は 非妊健康婦入 よ りは 宿意 に 低

い が ， 分娩時母 體と の聞に は 有意差 が認め られ な

い ． ヘ マ lrク リ ツ ト値 ，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素

170− 7

第　5　表

i羅綾 醗 血 1騰斐
例 　 　 數 　・・

i291
・・

血 液 比重 獅 物 11・e・・71 … 578h ・。・・S

危醸 5 ％ の 母飆 鞠 11」5331 ・
難
73

値 喉 钁
　 」

… 54甲 ・・5 ・・

1．CsL21

．0573

血 漿 比 重 算 術
一rp均 1 ° 5° 11・°24t　 1・°273

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．0241　　1．0229　　1．0262・
危 瞼度 5 °x一の 母 集團 4 均

．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　 　　　　 　　　 N 　　 　　　　　 　　 N

値 の 粧 鯛
　 　 1

・… 5・ ［Lol　s31 … 2S4

　 　　 　 　 　 　　 第　 6 表

例 數 1
齷鑁1臍帶血 燵歉一
葱6　 29　　　　　　　　6「

血 漿 蛋 白質 含量 算術卆 均

危險度 5 ％ の 母 集團 甼 均

値 の 存在範圍

6 『674 　　6 ．0：5
6．270　　5 ．377

’

N 　　　　　　　　　N

7 孕078　　 6．718

7 ．5637

．174N7

．952

ヘ マ ト ク リ ツ ト値算術準均 39．792

鰍 度 5 ・
勿 母 集團 鞠

3
讐

6

値 の 粧 鯉 　 　 1・・．・・8

；譲；鍛 驚 灘1
値 の 存在鯉 　 　 i・3箒・9

酸素抱 合 能 算 術 4 均

危險度 5 ％ の 母 集團 甼均

値 の 存在範圍

1s．34318

．166
　 り

18．520

44．615　14 ユ．107幽
　 　 　 1
43・535　141・035
　 eV　　　　 　　　　 　 N

45．695　　41．179

15 ．644　113 幽949
　 　 　 1　 　 　 　 嘱
15 ．03S16

．250 ．

21．27421

．0，1821

，4SO

13．55314

．348

ユ8．9461S

．SSsJ9

．057

抱 合能は非妊健康婦 人及び 分娩時母體に 比 し有意

に 高い ．

　　　　　　第 3 項 　小括及 び考察

　硫酸銅法に よ る臍帶血 液の 比重 に關 して は ， 本

邦 に於 い て は，僅か に野瀬
12）の 報告を み る の み で

ある．姆氏は血液比重は母體に 比 し高 く，血 清比 重

は 低 く存す と な し
， 臍帶血 の 比 重値殊 に 血 清比 重

値を薪産兒の 榮養歌態判定 の資料 と し， 血 清比重

値 と 生下 時體重 と の 間に 根關開係を認 め て い る．

山森
3d）は 血清

L
比重を Hammerschlag 法 に よ り，

先 づ血清 と同一
比 重の液 を作 り， 之れ を ビ ク ノ メ

ータ に盛 つ て 聞接に知 る方法 で
， 臍靜脈血 ， 胎盤

N 工工
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　　後血腫 　母 體 に つ き1血清比 重 を測 定 し， 臍靜脈血

　　（1 ・02998）〈 胎盤後血 腫（1 ．030793）＜ 母 體血 （1 ．03

　　083）との 結果 を報 じて い る． 我 々 の 場合 も野瀬 の

　　如 く， 血 液比重は母體に 比 し て有意 に 高 〈， 血 漿

　　比 重は低 く存 す．血漿蛋白質含景 に就 い て は ， 野瀬

　　
12）

は 成人 に 於 け る 血 清比 重 よ りの 算出方式 を血液

　　組成の 異 な る薪産兒 に 直 ちに 使眉 し得 ない と し，

　　血 清比 重 を以 つ て ， 之れを代表 して い る．我 々 も同

　　樣 の考 え を 有す る もの で あ る が，此 所 で は 一應 ，

　　上蓮 せ る訓算 式に よ り算 出をす るこ と に した．岩

　　津 o） は 臍帶動脈血清 と靜脈血清 と を比 較 し， 共 の

　　何 れ の 血 清に於 い て 血清蚕白量 常 に 大な りとは 斷

　　言 出來ぬ と し． 雨血 清蛋 白含量 は分娩時 に 於 け る

　　母體血清蛋白 よ りも少量 に して ， 叉妊娠 ， 産褥 ，

　　非妊 の い つ れ よ りも少 なしとなす．笠it3“’） は胎兒

　　血 と母血 との 聞 に は 蛋白質含量 に差が あ る とな し

  　胎兒血液は 胎盤 を通過 し來 る が た め に ， その 蛋白

　　質及び同分解産物含有量 に變 化 を蒙 る もの で ， 大

　　多數 の 例 に於 い て 蛋白質を増 加 し， 分解産物 を幾

　　分浩失す る もの となす．我 々 の實驗で は 血漿蛋 白

　　質含量は ， 非妊婦人に比 して は有意 に低 い が， 母

　　體血 と の 間に は 有意差は 認 め られ て い な い ． ヘ マ

　　 ト ク リ　ツ ト値 ｝ま山森
3の

｝よ Hedinsche　王laema亡krit

　　を用 い
， 臍動脈血 ，臍靜脈血 ， 胎盤後血 腫 ， 母體

　　血 を比 較 し， 臍動脈血 （50．0）子臍錚脈血 （50，3）〉

　　胎盤後血 腫（41．O）≠母體血 （40 ，
0）な りと し、 血球

　　容積は胎児血 に 於 い て，約 10％ 大な りと言 う．笠

　　森
3の は血 液水分量は 臍動賑 と臍静胝 の 聞 に 差異ば

認め 難 く， 母 體血液水分量 よ りは 多量 な りと し．

血球數及 び血色素量 に つ い て は ， 母 體血 液は赤血

球 數及び血 色素量は臍動脈． 臍靜脈兩血液に 比 し

て僅少 に して ， 白血球 の み は ， 之 に 反 し多數な り

とす．我 々 の實驗で は ， 臍帶血 の ヘ マ トク リ ツ ト

値 ，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素抱含能の 各値は非妊

健康婦 人及 び 母 體の い つ れ よ b も， 高 い 値を示 し

て い る．山森
3D

は， こ の ヘ マ トク リ ツ ト値の高 き

は ， 胎兒の酸素需 要に 翼 し て胎盤呼吸 を以 つ て ，

充分 その 充 足を求 め ん とす る 結果 だ と して い る ．

以 上先 人 の意 見 を總括す る に ， 臍帶血 は蛋 白質含

量 ，
ヘ マ ト ク リ ツ ト値 ，

ヘ モ グ ロ ビ ン 含量の い つ

れ も， 臍 帶動脈血 と臍 帶靜脈血 の闇 に 差 異ぽ認め

難 く， 母體血 よ りは蛋 白質含量 を除 き， 他の もの

は多 い となす． 我 々 は臍動脈 ， 臍静脈兩血液 を別

々 に は採取 せ す， 主 と して 臍動脈血 に つ い て 行つ

た の で ある が ， 先 人の報告 と
一

致 し て い る．

　　　　　　 第 4 節 　　産褥時變 イ匕

　　第 1項 血液比重及び血 漿比 重（第 7 蓑）

　血液比 重 は産褥第 1 日で 分娩 時 よ りは 為意 な低

下 を示 し ， 第 2 日 日 よ りは漸 次恢復 し， 第 5 日 に

到 れば第 工 日 よ b は， 有意 の上昇が み られ ， 第 7

日 で 概 ね妊娠初期の散態 となる．血漿比 重は 血液

比 軍 と同 じ く 薩褥第 1 日 で分娩時 よ り悔意 の 低下

を な し， 次 い で上昇の傾 向を と b ， 第 4 日 に て第

1 目よ リイ億 の ．卜昇が み られ ， 第 7 日で妊娠初期の

値 となる．

第　　7　 表

翻

、 丶 一
一 達鐸

過
胎盤娩
出直後

1 日 ． 2 日 3 日 4 日 5H 6 日．　　 7 日

例 數 30 29 30 26 22 23 22 19

血 液 比 重 算 術 z
ド均

危險度 5 ％ の 母集團甼均値 の

存在範圃

1．05321

．0529
　N1

．  535

血 漿 比 重 算 術 罕 均 …

危險度 5 ％ の 母集團4Pt− tEの

存在範園

1．02451

．0237
　N1

．0253

1．05051
．e48f

　N1

．05261

．02271

．0214
　NLO

君3S

1．0504LO481

　N1

．e5271

．02341

．0219
　N1

．0249

LO5 〔51

．Od83
　N1

．05271

1．02401

．0224
　N1

．0256

1．orTll1

．049
　 り

1．0530

1．05231

．05Dl
　 N1

．0544

1．024A 　　　1．0248

1．0238　　　ユ．0239
　N 　　　　　　　　　　　N

1．05131

．0｛93
　N1

。0537

1．0525LO50

弖

　N1

．05｛6

1 ．0250
．

1．0249
　N

1・0260 ［1・02磁
し
1・0271

1．025ユ

1．0242
　N1

．e275
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第　　8　 表

〜

哩 」讎 ・ ・ 2 日 3 日 4 日 5 ’H 6 日 7 日

例
1

數 30 29 30 26 22 23 22 ユ9

血 漿 蛋 白 質 含 量 算術罕均

危險度 5％ の 母集團竿均値 の

存在範圍

ヘマ ト ク IJ ツ b値 算術 甼 均

危險度 5 ％ の 母集團
ヱF均て直の

存在範圍

6．47S 　　　5．785

6曁416　　　5．278
N 　　　　　　　　　　　　N
6．540　　　6．292

36．51139

，124
　バ
39 ．898

37．24536

．346
　 N3s

．144

6．e4515

。2］1
　 N

．6．879

6．2955

，474Ai7

．ll6
．

6．4236

．303N6

．513

36．752　．　36．366　　36．864

36．293　　　35。79堊　　　36，108
　 Al 　　　　　　　　　　　N 　　　　　　　　　　　

N

37．211　　 36 ．93S 　　 37．620

6．4235

．777N7

．e69

・・… 1 ・・7・3
／

6
逗
2引

』6
ゑ町

6 ．836 　　 7．OG1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 算術甼均

危瞼度 5 ％ の 母集團甼均値 D

存在範圍

13，39212

，838
　N13

．946

酸 素 抱 合 能 算 術 4 均 　 18 ・2肪

繊 度 5 勿 鰈 團醐 直の 　
17
邊

7

存在範園　　　　　　　　　　19．043 ．

38．00736

，S70
　N38

．644

　 　 　 1
37。528　　 33。453
36．916　　 37．634
　N 　　　　　　　　　　　　　N
3S・ユ40　i　39・272

12．62712

．ユ37
’
N13

．11712

．eo8
　け
12．926

、2。蕭丁 、2，ε41「 ユ2．5。11 ・2．S97
』
「・2．6・6

．

　 　 　 　 　 　 　 t
　 　 　 　 ．11．711　　 11．910　　 12．269　　 12．096

17．063

ユ6．395
　 N17

．731

16．97016

．300
　 N

コ7 」640

　り
12，971

　N 　　　　　　　　　　　　ハ
13．091　　　13．525

　N13

，116

ユ3．10112

．395
　 N13

．807

撫

雛
ツ
ヤ、

第 2 項 血 漿蛋 白質含量，ヘ マ トク リ ツ ト値

　　 ヘ モ グ ロ ビ ン含量 ， 酸素抱含能 （第 8 表）

血漿蛋自質含量は産褥第 1 日 で分娩時よ り有意

差 を以 つ て 低下 を し， 第 2 日目 よ b上昇の傾 向が

み られ ， 第 4 日 に て第 1 日よ bは有意 に上昇 し，

概 ね妊娠時の 歌 態 と な る． ヘ マ ト ク リ ツ ト値は 産

褥第 1 日 で分娩時 よ り有意 の低下 をな し， 第 3 日

目迄低下 を繽け最低となる が ， 第 1 日 〜 第 3 日の

間 に は 有意 差は認 め られ 諏 ． 典 い で 上昇 の 傾向を

と b第 7
日で 妊娠初期 の 値とな る・ ヘ モ グ ロ ビ ン

含量 ， 酸素抱 合能 も ヘ マ トク リ ッ ト値 と 同 じ經過

を と る．

　　　　　　　第 3 項 　小 　　括

　血液比 重及び血 漿比 重は 近 藤等は 陣痛開始後 ，

胎 兒娩出直後 ， 胎盤娩出直 後， 産褥第 工 日Q變 動

と黼 2
，
3

，
5

，
7

，
10 日の變 動は 有意 と言い 得る

が ， 産褥第 1
，
2 日 の 業 は有意 で は な い と し．中山 o

荒 木
15）

は兩比 重の低下は 胎盤娩出後 2 時闇 目頃 よ

り目立 つ て 現 はれ ，
24 時間後 に最低に逹 し， その

内1 例は 産褥第 4〜5 日目 よ り著 ろ し く恢復 し，他

の 2 例は第 3 日目よ り核復 に 向 い ， 第 7 日頃に分娩

前の 歌態 に 復齢オ る と言 う．野瀬
1の は産褥第 1 日

16 ．6S7 　　16 ．886

15．849　」　 15，909
　〜　 1　 ＿
17 ・525 い 7 ・863

17聊478　　 17．328　　 17陰711

16．556　　　16．476　　　16．747
　 N 　　 　　　　　 　　　　N 　　　 　　　　 　　　　　
18．400　　 1S．ISO　　 IS．675

〜2 口 に最低 に 逹 し， その後 日 を經過 す る に 從 い 上

昇の傾向を辿 b， 産褥第 5 口〜15 口以 内 に 挨復 す

と．徇中山 。荒木
15）

及 び野瀬
16）

は血 漿比 重は歪血比

重 に 比 し稍 丈早 目に恢復す る と言 う．我 々 の研究

で は血液比 重は 蘆褥第 1 日 に最低 とな り， 次 い で

漸次 上昇 し， 第 5 日 で 産褥第 ／ 日 よ り有意 に 上 昇

し， 第 7 日で概 ね妊娠初期の歌態に 恢復す、血漿

比 重は 血液比 重 と 殆 ん ど 同 じ經過を と る が， 第 壬

日 目に 産褥第 工 日 よ り有意 の 上 昇 を認め， j血漿比

重 の恢復は血液比 重 の 恢復 よ b 稍 彑早 き を み る．

血漿蛋白質含量は 中山 ・ 荒木
15 ）
及 び野瀬

1s ）
は血液及

び血漿兩比 重 （野瀬は血清比 重 ）と同樣 の 經過 を示

す如 く報 じt 甼澤 19） は血清總蛋白量は分娩経了 と

共 に 直 ちに 減 少 し， 産褥第 lr“2 日 に は 更 らに減少

して妊娠，分娩 ， 産褥iを通 じ最低 に達す． 次 い で

除 々 に壇加す る が産褥第 1 週内 に 於 い て は 妊 娠初

期 の値 に達せ すとな し．岩津
2の

は産褥第 1週 の前

牛 に於 い て 各期の最低値を示 し， 後牛に到 りて漸

次 上 昇の 傾 向を と る と し．秦
18＞は 産褥第 1〜3 日 に

高度 の 下 降 を認 め ， 各期 を遖 じて 最低値で ，産 褥

第 5〜7 日 で は少 し く増 加 の 傾向が存 す る が， 非妊

時に 比 して稍 k下 降 して 居 る と言 い ．七瀬 鋤 は産
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●

褥初期に減少 し， 藻褥の 經過 と共に 復醤 す とな し．

Plas・　・ ・　 B ・gert39） は産褥第 1 日 に突然増力i， 第 3

目突 然減 少，共後漸次 再び増加 し ， 凡 そ産褥第 1

週の 末期 に 正常値 に達ナる となす． 我 々 の實驗で

は 産 褥第 1 日 に 於い て著明 な低下 を認 め ， 第 4 日

自に て 既に妊娠初期 の 歌 態に 恢復 を し て い る． ヘ

マ トク リ ツ ト値 ，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量は 中山 ・ 荒木 に

よれば血液及び 血漿比 重 と同 じ經過 をと る と し．

野瀬
16）

は ヘ モ グ ロ ビ ン 含量は早 きは 産褥第 5 日以

降 に恢復す ろが ， 遲 きは第 15 日を經過 す る も恢復

に 到 らな い もの あ りと．秦
18）｝rklliL色素量 は 産褥 工〜

3 日では稍 k 著明に減少 し，雫均 58・7，第 5 日 〜

7 日で は 全 べ て 正 規分娩及び 産褥 に か 〜 わ らす ， そ

の族復遲 く平 均 60．8で 妊娠時よ り更 に滅少 を 示 す

と言 い ．鈴木
22） は 母 體内蓄積水分比 較的多 く，分娩

時出血稍 主 多 き者 で は ， 産褥初期 の 利 尿期に相 當

し赤血球 と共 に
一
時的減少 を 示 す が ， 然 らざ る も

．

の で は分娩時 に比 して 變 りが ない か ， 又は分娩直

後直 に増加 して 非妊時 の 値 に 接近 す る が ， 蓙褥第
4〜5 日 で は未だ非妊時 の値 に逹 しな い もの が多 い

と報す． 我 々 の 實驗 で は ヘ マ トク IJツ ト値は産褥

第 1 日 に有意 の低下 を示 し， 第 3 日迄低下 を綾 け．

て 最低 とな T） ， 次 い で 上 昇 の 傾向を と り，第 7 口で

妊娠初 期の 歌 態 と な る． ヘ モ グ ロ ビ ン 含量及 び酸

素抱 合能は ヘ マ ト ク V ツ ト値に 同 じ經過 を と る．

　　　　　　　第 4項 考 　　察

　先入 の意 見を綜合 する に ， 血 液は産褥に 入 り再

び稀釋 され ， 次 い で恢復 に 向 う と言 う意 見 が 多 い

よ うで ある．此 の 血 液の 稀釋 は分娩 に於 け る出血 ，

悪露 の排泄及び紐織内水分の 母罷血液内 えの 移動

に よ る もの と 思 わ れ る． 從つ て 各個入 に 相當の 差

を生す る こ とは ， 言 うまで もない こ とであ る．

　　　　　　 第 4 章 　總括及び結論

　我 々 は 硫酸銅法 に よ 1
）， 妊娠 ， 分娩 ， 塵褥の 各

經過 を追 い 系統的 に 1血液變化 を追求 し， 次 の如 き

成績 を得た．　　　　　　
’

　1．1血液比 重 は 妊娠初期 に 於 て非妊健 康 婦入 よ

うは有意 に低下 し，妊娠 5 ヵ 月で最低 と な り，妊

娠 6 ヵ 月 よ りは再 び上昇 の 傾 向を と b，妊 娠 9 カ

月で妊娠 5 ヵ 月 よ り有意 に高 くな る． 陣痛開始に

よ り急に 上昇 し， 胎兒娩出直前 に 最高 とな b ， 次

い で 下降 しは じめ る． 分娩絡了 し産褥 に 入 る と第

ユ 日 に 著明 に 有意 に 低下 し，第 2 日 日 よ り漸次 族

復 し始め ， 第 5 日 に 到 つ て第 i 日 よ り有意 に 上昇

す．第 7 日 で概 ね妊娠 初期の歌態 とな る．

　 2．血 漿比 重 は 血 液比 電 と異な り， 妊娠 些 ヵ 月迄 ・

は非妊健康婦人 と有意差は認 め られ な い が， 妊娠

5 ヵ 月で 著差 を以 つ て低下 し， 妊娠 8 カ 月迄 但下 を

績 け て最低 とな り， 妊 娠 9 ヵ 月よ b上昇 の 傾 向が

み られ る． 分娩開始 と共に 著明な上 昇を示 し，概

ね血液比重 と両樣 の經過 をと る． 塵褥に入 り急激

に低下 し， 第 1H に 最低 とな b，以 後上昇 の 傾 向

を と り第 4 日 で 第 ユ 日よ り有意 に高 くなる． 第 7

日 に 到 る と概 ね妊娠 初期の 歌 態 に恢彳夏す．

　
3 ．血漿蛋白質含量 は概 ね 血漿比 重 と 同樣の 經

過 を示 す．

　4．ヘ マ ト ク リ ツ ト値，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含量 ， 酸素

抱合能は妊娠 2 ヵ 月で 著明 に 為意 に低下 し， 妊娠
4 ヵ 月迄低下 を繽 けて ， 以 後／1爨 動 を呈 しつ S 經過

し妊娠 9 カ 月 よ り上 昇の 傾 向を と る． 陣痛開始 と

共 に著 る し く有意 に増加を し， 胎兒娩出直前 に最

高 と な り， 次 い で減少 の 傾 向をと る．産褥に 入 る

と共 に著明 に 低下 し ， 第 3 日迄 低下 を纃け最低 と

な る． 次 い で 上昇 の傾 向を と り， 第 7 日 で 妊娠初

期 D 値 とな る．

　O ．臍 帶血 液 で は 血液比 重は 母體血 及び 非妊健

康婦 人血 よ り有意 に高 し． 血漿比 重は 非 妊健康婦

人 よ り有意 に低 い が ， 分娩時母罷血 との 聞 に 有意

差 は み られ な い ．血 漿蛋白質含量 は非妊 健康婦 人

よ りは有意 に 低 い が ， 分娩時母禮血 との 闇に は有

意 差 が み られ な い ． ヘ マ トク リツ ト億 ヘ モ グ ・

ビ ン 含量， 酸素抱合能 ほ非妊 健 康婦 入 及 び分娩時

母體血 に 比 し有意 に高 い ，

　6・妊娠時 に 於 け る 諸種測定値の 低下 は 循環血

量 の 増加 に よ る 生 理 的妊娠水血症 の た め ， 柑野的

に低下 を示 した もの と思 われ る，

　7．所 謂榮養失調峙 に 起 る永血症 に は， 循碾血 量

の墸加 を俘 わ 識 こ と に よ b，本 法 に 依 る 測定 の結

謬
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果 を以 つ て直 ちに母儂榮養の可 ， 不 可を言 うこ と

に は疑問 を有 す． 我 々 は測 定値の 變動が妊娠時生

理 的動搖範 圍よ りは つ れ て 著明に低下 し， 且 つ 低

血壓 を認 め ， 妊娠 中毒症 を否 定 し得 る が如 き場合

に は，低榮i養歌態 に妊婦 がある と考 えたい ．

　 8．分娩期 に於 い て は血 液の 灘 宿が起 る．帥 ち分
1
娩 とい う

一種の 筋肉運動 の た め， 血液水分 の移動

が起 る た め と考 え る． 從 つ て分娩時間の 長短 は相

當に影響す る所大 な りと思わ れ る．

　 9 ・産褥 に 於 い て は 分娩時の 出血 ， 悪露 の排泄 ，

紅織内水分 の 母體内 えの 移動 に よ る 血液稀釋 が旭

るた め に ，

一一ee著明 な測定値 の低下 を産褥初期 に

來 た すの で ある． 從 つ て 各個 人 に よ り相當の 差 を

生す る こ とは ， い うまで もな い こ とで あ る．

　 本 論 文 の 要 旨は 第 磁 囘 日本 婦人科學 會總會 に て報告

d り．
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